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前述のように平成26年度から、「音楽の基礎」（ 1 年次通年）と「子どもの保健」（ 1 年次通年、長期
履修 3 年コースは 2 年次通年）において、全履修学生が「つどいの広場」または「ちびっこ広場」に参
加している。「つどいの広場」の参加者は 2 歳児までが多く、「ちびっこ広場」では、2 ～ 3 歳児が多い。
2. 1  「音楽の基礎」
子育て広場に参加する学生は、長期履修 3 年コースの 1 回生C・Dクラスである。授業の少ない 1
～ 2 月に実施している。 1 回生Ａ・Ｂクラスはこの時期に実習に出るため実施していない。








2. 1. 2  方　法









2. 2  「子どもの保健」
対象は、 1 回生Aクラス（平成27年度はBクラスはなく 1 クラス編成）と長期履修 3 年コースの 2
回生C・Dクラスである。 2 回生は、 1 回生の後期に上記の「音楽の基礎」の授業での広場参加を経験
している。





2. 2. 2  方　法
2 回目の授業で、広場見学についてオリエンテーションを行い、 4 月中旬から 5 月上旬の約 1 ヵ月
間に、4 ～ 5 人のグループに分かれて、昼休みの30分間「つどいの広場」（第 2 と第 4 木曜日は「ちびっ
こ広場」）に参加し、子ども達や母親と触れあう。 1 回目は日時設定をしているが、 2 回目以降は自由
参加とする。参加後、レポート（気になるシート）を提出する。
３．学生アンケートおよびレポートの分析
3. 1  方　法
調査対象は、「子どもの保健」の授業を履修している 1 回生37名、 2 回生57名である。全学生の 1 回
目の広場参加終了後、子育て広場での親子の様子や、気づいたことについてレポートを提出させた。ま








3. 2  結果
レポートは、 1 回生は37名全員、 2 回生は57名中54名の提出があった。前期期間中の 2 回目の自由
参加は 1 回生29名、 2 回生12名であった。 3 回以上参加したものはいなかった。アンケートの回収率
は100％であった。
3. 2. 1  アンケート結果
「広場への参加は、自分の成長の場になっ
たか」という質問に対し、図 2 のように 2
回生は全員「強く思う」「思う」と答えて







ついては図 4 のように、 1・2 回生とも子
どもとの関わりに比べやや低くなっていた
が、 2 回生で80％以上、 1 回生では約70％
の者が「できたと思う」と答えていた。χ2
検定の結果、子どもとの関わりについては
1 ％水準、親との関わりについては 5 ％水
準で学年による有意な差がみられた。













と答え、 5 名（ 6 ％）が「あまり思わない」と答えた。
自分の一番の課題については、図 6 のごとく 1・2 回生共に、「子どもとの接し方」と答えたものが
多かった。次いで 2 回生は「親と話す力」で、 1 回生は「人前で話す力」であった。両者ともに「安
全面への配慮」と答えた者は一人もいなかった。 2 回生はそのほかの意見も均等にみられていたが、1
回生は、「遊びや養護技術」「周りを見る力」という意見は少なかった。




























し 2 回生は、関わることができたと「強く思っている」者の割合が 1 回生の倍以上の44％で、「あまり




























































でには 1 年ないし 2 年の期間がある。座学だけでは学びきれないことを、早期からの子育て広場とい
う現場体験から実践を通して学び、それを講義で振り返っていく、そしてまた広場で実施してみるとい
う往還に意義があると思われる。
6．おわりに
本学の広場事業は、今年の10月で 6 年目に入る。今回は学生の学習効果から考察したが、親子の参加
者も年々増え満足度も高く、大学における子育て支援活動として定着し、地域に根差した活動ができてい
る3）と考えている。広場事業は、本学短期大学部の人的・環境資源を活用した地域貢献や、学生への生き
た教育現場としての成果を上げつつある。今後も、この両立を深めていける取組みを考え行っていきたい。
7．謝　辞
本取組みの趣旨に賛同していただき、多忙な現場業務の中、ご協力・ご指導いただきました広場のス
タッフの方々に深く感謝申し上げます。
引用文献
１ ）	DVD　トマス・バルメス(20１3)ベイビーズ─いのちのちから─．紀伊国屋書店．
2）	小笠原眞弓（20１4）保育者養成校における学生教育と地域の子育て支援との繋がりについて─信愛子育て広場学生
アンケート・参加者アンケート結果より─．調査・研究報告書「地域子育て支援」の強化に向けた地域と大学の連
携に関する研究:9-１9．
3 ）	高橋千香子，森本美佐，林悠子（20１5）本学における子育て支援事業の5年間の取り組みと評価．全国保育士養成協
議会第54回研究大会示設発表
参考文献
１ ）	森下順子，村田和子，小笠原眞弓（20１4）調査・研究報告書「地域子育て支援」の強化に向けた地域と大学の連携
に関する研究．１44pp．
2 ）	佐久間路子，瀧口優，草野篤子，小松歩（2012）「子育て広場特論」を通しての学生の学びと課題．白梅学園大学・
短期大学教育・福祉研究センター研究年報(No１7)：47-53．
3 ）	三好年江，	逸見晶子（20１１）ノンプログラム型「親子交流ひろば」における自主実習の効果と課題．新見公立大学
紀要(第32巻)：１43-１49．
4 ）	木村龍平，花園誠，大沢裕，神戸洋子，朝倉恵子(20１2)学生の「子育て支援活動」参画による保育実践力の教育効
果の検討．帝京科学大学紀要（Vol8）：203-2１2．
